
一時に多額の購入資金がいらないので、資金の
固定化防止になります。

一度に多額の資金を必要といたしません

土地・建物・商品仕入・設備投資等で借り入れが
ある場合、リースは資産計上しないため社内調
達コストを使わずに済み、また資金を寝かせな
いため社内調達コストを本業務に充当すること
ができます。

所有車両の場合、車両購入から廃車まで各年度毎
に費用（税金・保険・修理費）が発生します。それに
伴って伝票起票が営業・総務・経理の各部門に発
生し、煩雑業務の処理に追われることになります。
リースの場合、それらの処理業務を一切省くことが
でき毎月のリース料支払いの一本で済みます。

銀行の融資枠を圧縮しないですみます
所有の場合の車両価格に関する減価償却は、法
定の範囲でのみしかみとめられませんが、リース
料は全額を損金として経費処理することができ
節税効果が期待できます。また、リースであれば
これにかかわる経理上の事務処理が大幅に削
減できます。

リース料の全額を経費で処理

車両を所有するにあたって発生する各種交渉・
伝票起票・決済の数 ・々会計処理等の業務を集
計すると大変な車両コストになります。リースな
らば上記のわずらわしい事務処理をしなくて済
むため、それに伴う人件費等の削減につながり
労務コストを大幅に抑えることができます。

労務コストが大幅ダウン

国産車・輸入車全車種お取り扱いしております。
車種・グレード・オプションまで自由に選択する
ことが可能です。

全メーカー・車種の指定が可能

カーリースとは、月々一定のお支払いで
クルマをお使いいただけるシステムです

月々のリース料をお支払い
いただくだけです
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気になるカーリースのメリット紹介

● ●
リース 所 有

1

車両購入から廃車までにかかる業務内容

使用台数・車種の決定

● 2 自賠責・任意保険の付保、更改期日管理

● 3 諸税の照合、納税手続き

● 4 整備料金等チェック・支払い

● 5 廃車時登録抹消

総務部門Ⅰ

● ● 1 車両管理台帳作成

● 2 運行管理

● 3 点検・修理代チェック、伝票作成

● 4 法定定期点検、車検等各種整備の期日管理

● 5 整備業者との値段交渉等の各種折衝

車両利用事業部門 Ⅲ

● 1 購入資金調達

● 2 減価償却・決算事務

● 3 車両代金・登録諸費用の集計・支払い

● 4 諸税・保険料・修理費等の支払い

● 5 廃車時の固定資産処理

財務・経理部門Ⅱ

●

● 1 5年間の保険料は一定保険部門 Ⅳ
※業務内容は一部の記載となっております

その他の維持費（保険料）も
含んだプランもご用意

もちろん「わ」ナンバーではありません

所有車両の場合、車両購入から廃車まで各年度毎に経費（税金・保険・修理費）が発生します。
それに伴って伝票起票が営業・総務・経理の各部門に発生し煩雑業務の処理に追われることになります。
リースの場合、それらの処理業務を一切省くことができ、毎月のリース料支払いの一本で済みます。

リース料は定額です
所有車の場合、使用期間を使い終わってみなければトータルコストはつかめず、また1台ご
とに経費にバラツキがあります。各部署・地域・乗る人によっても経費の違いが発生します。
なかでも故障などの突発的なことで予想外の出費になることになります。リースの場合、
リース料が定額になりますので検討される段階で年先までのトータルコストが1円のくるい
もなくつかめます。よって経費のバラツキが出ず予算管理が容易になります。

リースはレンタカーと違い「わ」ナンバーではありません。
通常貴社が所有される場合と同じ形態のナンバーになります。
また、車検証の使用者は貴社名義となります。
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